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学
習
指
導
要
領
が
、
10
年
ぶ
り
に
改
訂
さ
れ
ま
し

た
。
学
習
指
導
要
領
は
、
日
本
の
ど
の
地
域
で
も
一

定
の
水
準
の
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
文
部
科

学
省
告
示
と
い
う
形
で
、
各
学
校
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
編
成
す
る
際
の
基
準
を
定
め
た
も
の
で
す
。
こ
の

学
習
指
導
要
領
や
学
校
教
育
法
施
行
規
則
で
示
さ
れ

た
年
間
の
標
準
授
業
時
数
等
に
基
づ
き
、
地
域
や
学

校
の
実
態
に
応
じ
て
、
各
学
校
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

編
成
し
ま
す
。
三
鷹
市
で
は
、
学
習
指
導
要
領
の
９

年
間
の
流
れ
を
踏
ま
え
、
市
と
し
て
小
・
中
一
貫
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
、
そ
れ
を
も
と
に
学
園
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
が
作
成
さ
れ
、
そ
れ
に
沿
っ
て
各
学
校

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
作
成
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
学
習

指
導
要
領
の
改
訂
に
合
わ
せ
て
13
の
教
科
・
領
域
部

会
を
設
置
し
、
市
内
校
長
・
副
校
長
・
教
員
の
総
勢

113
名
が
、
大
学
教
授
等
外
部
専
門
家
の
助
言
を
得
な

が
ら
、
小
・
中
一
貫
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
訂
作
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
先
生
方
が
こ
れ
か

ら
の
三
鷹
の
教
育
を
支
え
る
力
と
な
り
、
三
鷹
の
教

育
を
リ
ー
ド
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
の
学
習
指
導
要

領
の
改
訂
は
、
大
き
な
変
化
を
伴
う
も
の
で
す
。
小

学
校
・
中
学
校
の
道
徳
の
教
科
化
、
小
学
校
中
学
年

で「
外
国
語
活
動
」、
高
学
年
で「
外
国
語
科
」の
導

入
、さ
ら
に
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」を
求

め
、
授
業
改
善
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

学
習
指
導
要
領
を
確
実
に
実
施
し
て
い
く
た
め
に

も
、
教
員
が
授
業
や
授
業
準
備
等
に
集
中
し
、
教
育

の
質
を
高
め
て
い
け
る
環
境
整
備
が
必
要
で
す
。「
学

校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
」に
つ
い
て
も
、三
鷹
市
教

育
委
員
会
と
し
て
答
え
を
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
小
・
中
一
貫
教
育
も
全
市
展
開
か
ら
10

年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
先
10
年
を
支
え
る
新
し
い

制
度
の
導
入
も
急
務
で
す
。

い
く
つ
も
の
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、
今

と
い
う
時
で
す
。
改
革
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で

す
。
大
き
な
変
革
の
時
に
こ
そ
、
飛
躍
の
チ
ャ
ン
ス

が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。『
三
鷹
市
の
教
育
に
関
す
る

大
綱
』を
踏
ま
え
、こ
れ
か
ら
の
三
鷹
の
教
育
の
在
り

方
を
形
に
し
て
い
き
た
い
と
、
平
成
30
年
の
初
頭
に

当
た
り
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

三
鷹
の
子
ど
も
た
ち
の

新
た
な
教
育
環
境
づ
く
り
に
向
け
て

教育委員会　委員

高
た か

橋
は し

　京
きょう

子
こ

特色ある教育活動に
取り組んでいます

地域と連携した
９年間の防災教育

スポーツメンタル
トレーニング

教員による
相互乗り入れ授業

連雀学園 三鷹中央学園 鷹南学園

コミュニティ・スクールを基盤とした小・中一貫教育を
行っている三鷹市には、連雀学園（一中学区）、にしみたか学
園（二中学区）、三鷹の森学園（三中学区）、三鷹中央学園（四
中学区）、鷹南学園（五中学区）、東三鷹学園（六中学区）、お
おさわ学園（七中学区）の７つの「学園」があります。各学園
では、学園内の小・中学校間の一貫した指導と交流活動を通
して、学園として一体感のある教育を推進しています。学校
と家庭・地域が協働し、工夫して取り組んでいる教育活動の
一部をご紹介します。 ⇨指導課☎内線3245

南浦小学校と第一中学校では、外国語活動と英
語において「相互乗り入れ授業」（小・中学校の教員
が互いに行き来する授業）を行っています。小学校
での英語の教科化を見据えて、中学校の先生が小
学校６年生の外国語活動に、小学校の先生が中学
校１年生の英語に、乗り入れを実施しています。
南浦小から一中に進学した１年生は、現在、６年
生の時に乗り入れ授業で教わった一中の先生から
英語を学んでいます。また、南浦小では、昨年の６
年生をよく知っている先生が今年度から英語専科
教員として配置され、現在、一中の１年生の英語授
業に乗り入れを行っています。中学校に進学した
１年生にとって、英語の授業は学習面における大
きな変化の１つですが、知っている先生が教えてく
れるので、安心して授業を受けることができます。
南浦小の６年生からは、一中から英語を教えに
来てくれている先生について、「早く中学校で〇〇
先生の授業を受けたい」という声があがっています。
乗り入れ授業は「中1ギャップ」解消の大きな力に
なっています。

鷹南学園では、子どもたちの「挑戦心、やりとげ
る力、協働する力」を育む取り組みとして、平成
26年度から「メンタルトレーニング」を続けていま
す。メンタルトレーニングとは、スポーツにおける
「心技体」の「心」を鍛えるものです。毎年３回、ス
ポーツメンタルトレーニング指導士の小林玄樹さ
んを迎え、小学校高学年の授業や中学校の部活な
どで、体験型学習や講義をしていただいています。
今年度は、小学生向けには、大縄大会、運動会、
学習発表会などの行事に向けて、中学生向けには、
球技大会や運動部の試合などに向けて、個人の力
やチームワークを発揮できることを目指した指導
を行っていただきました。小学校では大縄跳びの
回数が大きく向上し、中学校の教育支援学級では、
多摩地区の球技大会やマラソン大会で優勝や上位
入賞をするなど、目に見える成果がありました。心
のトレーニングも、日々の実践が重要ということで
すが、この学習を重ねるごとに、行事や生徒会活動
の中でも、児童・生徒が主体的に取り組む場面が多
く見られるようになってきています。

市内の各学園で

英語の相互乗り入れ授業（第一中学校）

小学生の発表を聞く中学生と地域のみなさん（第四中学校）

保健体育の授業の一環で行われたメンタルトレーニング
（第五中学校）

毎年、秋に行われる三鷹駅前地区の総合防災訓
練に、今年も三鷹中央学園の小・中学生が大勢参
加しました。会場の第四中学校の体育館では、小
学生が防災についての学習の成果を発表し、盛大
な拍手を受けました。また、応急救護訓練コー
ナーでは、中学生ボランティアの働きぶりに感心す
る声が多く聞かれました。当日はあいにくの雨で
中止となった担架搬送や炊出し、仮設トイレの組
立コーナーも、四中生が担当する予定でした。
三鷹中央学園では、小・中学校９年間を通して体
系的な防災教育に取り組んでいますが、そこに欠か
せないのが「地域との連携」です。例えば、三小と
七小の５年生の防災の授業では、災害への備えや
地震発生時の対応についてグループで考える「熟
議」に地域の大人が加わり、まとめとして防災課の
講話を聞きます。こうした学習を通して、児童から
「学んだことを家族とも話し合いたい」という感想
や地域の担い手としての意識も出てきました。ま
た、児童の積極的な姿勢は、授業に参加した地域の
方の防災意識も高め、地域とのつながりを一層深め
ています。
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三
鷹
市
の
学
校
給

食
で
は
、
市
内
の
農

家
の
協
力
を
得
て
、

子
ど
も
た
ち
に
新
鮮

で
お
い
し
い
野
菜
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、

食
育
、地
産
地
消
、都

市
農
業
振
興
の
観
点

か
ら
、市
内
産
野
菜
の
活
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

昨
年
12
月
６
日
、
市
立
全
小
・
中
学
校
の
給
食

で
は
、東
京
む
さ
し
農
業
協
同
組
合
と
協
力
農
家

の
み
な
さ
ん
が
届
け
た
、
旬
の
に
ん
じ
ん
、
白
菜
、

大
根
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
使
っ
た
、「
三
鷹
産
野

菜
の
日
」を
実
施
し
ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、
小

学
校
で
は「
豚
汁
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
お
か
か
炒

め
」、中
学
校
で
は「
三
鷹
産
野
菜
の
そ
ぼ
ろ
煮
と

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
ご
ま
し
ょ
う
ゆ
」で
、
各
学
校

の
栄
養
士
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
も
の
で
し
た
。

第
七
小
学
校
で
は
、
３
年
生
の
学
級
に
お
二
人

の
協
力
農
家
の
方

を
お
招
き
し
、
子

ど
も
た
ち
が
一
緒

に
給
食
を
楽
し
み

な
が
ら
、
三
鷹
産

野
菜
の
お
い
し
さ
、

都
市
農
業
の
大

切
さ
を
実
感
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

⇨
学
務
課

      

☎
3
2
3
8

「
く
ま
の
子
ウ
ー
フ
」「
ふ
ら
い
ぱ
ん
じ
い
さ
ん
」な
ど
で
知
ら
れ
る
、
市
内
在
住
の
児
童
文
学
作
家
・
神
沢
利

子
さ
ん
か
ら
三
鷹
市
に
、
直
筆
原
稿
や
創
作
メ
モ
、
ス
ケ
ッ
チ
、
絵
本
や
挿
絵
の
原
画
な
ど
７
０
０
点
を
超
え

る
資
料
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
市
立
図
書
館
で
は
、
昨
年
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な
資
料

を
お
披
露
目
す
る
特
別
展（
※
）を
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
も
、多
く
の
方
が
絵
本
や
児
童
文
学
に
親
し
ん
で
も

ら
う
た
め
に
、
寄
贈
資
料
を
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

※
特
別
展
の
展
示
は
、
内
容
を
縮
小
し
て
2
月
4
日
㈰
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

⇨
三
鷹
図
書
館（
本
館
）☎
43-

9
1
5
1

三
鷹
図
書
館（
本
館
）２
階
で
開
催
し
た
特
別
展
で

は
、
三
鷹
市
と
神
沢
さ
ん
に
ゆ
か
り
の
あ
る
資
料
の

コ
ー
ナ
ー
、
樺
太
で
の
幼
少
期
を
原
点
と
し
た「
北
」

や「
い
の
ち
」を
テ
ー
マ
と
す
る
コ
ー
ナ
ー
、
神
沢
さ

ん
の
お
話
と
著
名
な
画
家
た
ち
の
挿
絵
に
よ
る
絵
本

の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
、
多
彩
な
作
品
世
界
の
魅
力
を

紹
介
し
ま
し
た
。

市
民
の
方
は
も

ち
ろ
ん
、
市
外
、

都
外
か
ら
の
来

場
も
あ
り
、「
見

応
え
の
あ
る
展

示
だ
っ
た
。
子

ど
も
た
ち
に
も

た
く
さ
ん
読
ん

で
あ
げ
た
い
」

「
神
沢
利
子
さ
ん

の
本
に
改
め
て

親
し
み
を
感
じ

た
」な
ど
、
多
く

の
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

図
書
館
で
は
、

今
後
も
、
寄
贈

さ
れ
た
資
料
を

公
開
す
る
企
画

展
な
ど
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
三
鷹
図

書
館（
本
館
）１
階
の
絵
本
コ
ー
ナ
ー
に
神
沢
さ
ん
の

常
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、そ
の
中
で
も
寄
贈
図
書
や

原
画
を
活
用
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

三鷹市では、学校教育の充実や生涯学習の推進など、教育振興を目的とした寄付金を募集しています。みなさんからいただいた大切な寄付金は、
原則として基金へ一度積み立てたうえで、寄付をしていただいた方のご意思にそって事業に活用します。

寄付のお申し込みは、窓口（市役所本庁舎2階 相談・情報課）や郵送のほか、市ホームページの特設サイト（http://www.city.mitaka.tokyo.jp/
furusato_nouzei/）からも簡単に行うことができます。

なお、市への寄付金は、所得税や住民税の控除対象になります。三鷹の教育へのご支援をお待ちしております。 ⇨総務課☎内線3213

教育振興基金
のご案内

「
く
ま
の
子
ウ
ー
フ
」原
稿
な
ど

神
沢
利
子
さ
ん
の
資
料
７
０
０
点
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

新
鮮
で
お
い
し
い
！

学
校
給
食
で

「
三
鷹
産
野
菜
の
日
」

◆ 

特
別
展「
神
沢
利
子
さ
ん
の
お
く
り
も
の
」を
開
催

特別展会場の様子

「三鷹市川上郷自然の村」をご利用ください

好評！　宿泊とリフト券付き「わくわくスキープラン」

星空観望ツアーを実施しました！

「第４次三鷹市基本計画（第１次改定）」の第７部第１生涯学習の
推進　２図書館活動で示す施策および主な事業の推進にあたり、図
書館の果たすべき機能と役割、運営の方向性をより明確にし、同基
本計画の着実な進展を図るため、平成29年12月に「三鷹市立図書
館の基本的運営方針」を策定しました。

三鷹市川上郷自然の村は、高原野菜で有名な長野県川上村高登谷高原保健休養地
内にある校外学習施設です。市立小・中学校の自然教室で使用しない日は、保養施
設として広く一般の方にもご利用いただくことができます。敷地内には、フィール
ドアスレチックやキャンプ場などのレクリエーションエリアもあり、体育館や広いグ
ラウンド、学習室や多目的ホールは、スポーツ等の団体の合宿や研修などにも利用
されています。ぜひ、ご家族やお仲間とご利用ください。 ⇨総務課☎内線3213

昨年11月11日㈯、12日㈰に実施した「星空観望ツアー」に、未就学のお子さんから
シニア世代まで21人の方にご参加いただきました。標高1,500ｍの高地のグラウン
ドで、「星のソムリエ」こと星空案内人の分かりやすい解説で、秋の星座や天の川、流
れ星を観察したほか、デジタル立体地球儀「ダジック・アース」（写真）を使って普段は
見られない地球や月の姿などを見ることができました。

川上郷自然の村の宿泊と近隣のスキー場の１日リフト券がセットになったお得
なプランをご利用できます。冬の八ヶ岳エリアは晴天率が高く、子どもから大人
まで楽しめる多彩なゲレンデが魅力です。川上郷自然の村には乾燥室が完備され
ており、温かい料理で皆さまのお越しをお待ちしております。
【利用できるスキー場】シャトレーゼスキーリゾート八ヶ岳、小海リエックス・スキーバレー

三鷹市立図書館は、市民の自主的な学習を支援し、市民の生
活の中にある課題を解決する地域の情報拠点、次世代を担う
子どもたちをはじめとするすべての市民の豊かな読書活動の拠
点として、図書館活動を推進します。また、「人と本」「人と情
報」「人と人」をつなぎ、市民に役立ち、市民に寄り添う図書館
活動により、人と人が交流するまちづくりにつなげていきます。

４つの柱ごとに推進する事業を掲げ、取り組んでいきます。また、
具体的な数値目標と図書館活動に対する評価を定め、点検・評価を
行い、その評価結果を公表することにより、図書館サービスの向上
を図っていきます。 ⇨三鷹図書館（本館）☎43-9151

くわしくは三鷹市立図書館ホームページ
https://www.library.mitaka.tokyo.jp/をご覧ください。

● 「知る」「調べる」「学ぶ」を支える図書館
● すべての人に読書の楽しみを広げる図書館
● 市民とともに歩み、交流する図書館
● 市民の期待に応える図書館

「三鷹市立図書館の基本的運営方針」を
策定しました

人と本と情報がつながり、市民に役立つ身近な図書館
めざす図書館像

教育センターは、耐震
補強等工事のため、平
成31年（2019年）5
月（予定）まで次の場
所に一時移転して業
務を行っています。
 ⇨総務課☎内線3223

教育センターが
一時移転しました

【教育センター暫定施設】
新川6-35-28

（旧総合保健センター）
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三
鷹
市
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所

三
鷹
通
り

む
ら
さ
き
橋
通
り

人見街道

東八道路

農
協

消
防
署

教育
センター

三鷹駅へ

三鷹中央防災公園・
元気創造プラザ

農業公園

三鷹市川上郷自然の村
〒384-1406 長野県南佐久郡川上村大字原591番地362 
☎0267-97-3206 0267-97-3207

http://www.sizennomura.jp/

宿泊の
申込・問合せ

● 親子でゆっくり
　五感を通して本物の
　星空を眺めたことは
　良い思い出になりました。

● 三鷹市役所発着の
　バスツアーだったので、
　参加しやすかったです。

［ツアー参加者の声］

神沢利子さんと寄贈資料

八ヶ岳を臨むゲレンデ

三鷹産野菜を使った豚汁と
ブロッコリーのおかか炒め

第七小学校の給食の様子

基
本
理
念

４
つ
の
柱

◆1泊2日（夕・朝食付き）
1日リフト券1枚付き6,000円から

（2,300円で1枚追加購入可）
◆2泊3日（夕・朝食付き）

1日リフト券1枚付き9,700円から
（1枚2,300円で2枚まで追加購入可）
※先着制。販売数に限りがありますので、
お早目にお申し込みください。予約時に
スキープラン利用とお伝えください。
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